
答申構成案                             

 

○都市再生ビジョン（仮称） 

はじめに 

第１章 都市をめぐる社会経済情勢 

  １．人口減少が社会に及ぼす影響と市街地の縮小 

  ２．世界一の超高齢化と国民のライフスタイルの変化 

  ３．産業構造の変化に伴う土地利用の激変 

  ４．都市の核となる中心市街地の衰退 

  ５．住宅・社会資本ストックの蓄積に伴う維持修繕・更新投資の増加 

第２章 都市再生に向けた政策の基本的な方向 

  １．安全・安心で持続可能（サスティナブル）な都市の構築 

  ２．「良好な景観・緑」と「地域文化」に恵まれた『都市美空間』の創造 

  ３．都市の将来像実現に向けた官民協働による都市の総合マネジメント 

  ４．国際競争力の高い世界都市・個性と活力あふれる地方都市への再生 

第３章 政策展開の基本的視点 

  １．民間投資の活用 

  ２．官・民・コミュニティのパートナーシップ 

  ３．成果重視の都市政策 

第４章 都市再生への 10 のアクションプラン 

  １．駅周辺の拠点的エリア（歩行生活圏）を中心とした 

生活・活動・交流空間づくりによる全国都市再生 

  ２．東京圏・大阪圏など大都市圏の国際競争力の向上 

  ３．まちの中心を再生させる民間投資の拡大 

  ４．戦略的な都市交通政策の展開 

  ５．住民主体の地域運営の推進 

  ６．良好な景観の形成と豊かな緑の創出に向けた制度の構築 

  ７．都市観光の振興 

  ８．循環型都市構造の構築 

  ９．安全・安心な都市の構築 

  10．政策課題に対応した今後の都市戦略 

 

○ 小委員会（都市交通・市街地整備、公園緑地、下水道・流域管理、次世代参加型

まちづくり方策）報告 

※次世代参加型まちづくり方策は、平成 15 年 12 月とりまとめ予定 

 

なお、「国際化、情報化、高齢化、人口減少等 21 世紀の新しい潮流に対応した都市再生の

あり方はいかにあるべきか－中間とりまとめ－」（平成14 年 2月 7 日）については、都市再

生ビジョン（仮称）に組み込んで記述することとし、答申に添付はしない。 
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